
 

本丸櫓台石垣 (「新修 小松市史１ 小松城」より) 

《内容》 

小松城の石垣に注目し，どのような石が使われ，金沢城

の石垣づくりがどのように反映されているか，利常の城

づくり構想に迫ります。 

 

☆ 小松城の石垣の特徴 

本丸櫓台石垣は，｢切込ハギ｣(方形に整形した石材を隙間なく積む工法)で積まれ，四隅は｢算木積｣」(長方形

の長辺と短辺を交互に積み合わせる工法)で８段積みになっています。石は，金沢産の良質な戸室石と，小松産

の鵜川・観音下石等が２対８の割合で混用し，赤，青，白みがかった石のコントラストが美しく，美術工芸に力

を入れた，前田利常の美意識の高さが窺えます。 

☆ 小松城の石垣職人｢穴生方(ｱﾉｳｶﾀ)後藤家｣ 

小松城の石垣築造に携わったのは，石垣職人(穴生という)の後藤家です。彦八こと初代杢兵衛が元和８年

(1622)に利常の直臣となり 70石を拝領，二代杢兵衛の時，利常の小松城隠居に際し石垣の普請に従事しました。 

後藤流石垣の秘伝は｢扇の勾配｣と言われ，ソリの美しさにあります。高さ下 1/3 までは直線で，上 2/3 では

勾配が一定の割合で急になっていく，すなわち底辺が小さいほど急勾配のソリとなるわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 今年も残りわずかとなりました。今年度発刊予定の『新修 小松市史 資料編 14 産業』の編集作業も佳境に

入り，本文は校正，DVD は動画画面の編集に務めています。３月の発刊を目指し，急ピッチで進んでいます。 

 さて，博物館や埋文センター，尾小屋資料館では，４月に認定された「石文化」に関する展覧会を開催中で，

先月は記念フォーラムもサイエンスヒルズで実施されました。 

市史講座でも便乗すべく，石垣にスポットを当て，城跡に詳しい木越隆三金沢城調査研究所長をお招きし，

利常が行った城づくりについてご講話いただきます。氏は NHK「ブラタモリ」で金沢城をご案内され，今や

県内では引っ張りだこの先生です。裏話が飛び出すかもしれません。ぜひご聴講ください。 

第２13 号 

平成 28 年 12 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

金沢城から小松城へ 
～利常の城づくり構想～ 

日 時：平成 29年 3月 11日(土) 

     午後 2時～ 

会 場：小松市公会堂 4階 大会議室 

受 講 料：無料 

受  付：資料準備のため事前予約が必要 

      事務局(0761-24-5315)までご連絡下さい 

第 76 回 市史講座 
 

講師：木越 隆三氏（金沢城調査研究所長・小松市史専門委員） 

 



 

＜事務局 12 月の活動予定＞ 

・12月 １日(木) 産業編 DVD 編集打合せ 

・12月 ２日(金) 町家聞取り調査(大文字町) 

・12月 ３日(土) 古民家実測調査(佐美町) 

・12月 ５日(月) 町家実測調査(中町) 

・12月 ６日(火) 教育関係調査(安宅中学校) 

・12月 ８日(木) 教育関係調査(御幸中学校) 

・12月 ８日(木) 町家聞取り調査(大文字町) 

・12月 10日(土) 考古部会 

・12月 10日(土)  町家聞取り調査(龍助町) 

・12月 14日(水) 教育関係調査(坂津中学校) 

・12月 14日(水) 産業部会 

・12月 15日(木) 教育部会 

・12月 25日(日) 町家聞取り調査(大文字町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局 11 月の活動状況＞ 

・ 11月 １日(火) 教育部会 

・ 11月 １日(火) 町家実測調査(龍助町) 

・ 11月 ８日(火) 石材資料調査(滝ケ原町) 

・ 11月 ９日(水) 教育関係調査(松陽中学校) 

・ 11月 10日(木) 教育関係調査(中海中学校) 

・ 11月 10日(木) 古民家悉皆調査(佐美町他) 

・ 11月 11日(金) 教育関係調査(国府中学校) 

・ 11月 14・16日 教育関係調査(今江小学校) 

・ 11月 21日(土) 建築戸室石調査(小矢部市) 

・ 11月 22日(火) 町家実測調査(大文字町) 

・ 11月 22～25日 考古地質年代調査 

・ 11月 29日(火) 町家聞取り調査(中町) 

・ 11月 30日(水) 建築戸室石調査(高岡市) 

  

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 
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＜12月のカレンダー＞ 

は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

恒例の古文書講座の日程が決まりました。
内容の詳細については次号にてお知らせ
いたします。ご参加をお待ちしています。 
＊日 時 2/19(日)・3/4(土)・3/18(土) 
＊場 所 小松市公会堂４階大会議室 
＊講 師 袖吉正樹氏(金沢市立玉川図書館) 

お知らせ 
 

調査風景(鉄道・運輸機構〈左〉／矢崎町地内〈右〉) 

 部会活動報告 

 考古部会が，５月から発足し発動を始めています。まずは

考古編の概要と担当割を検討しています。 

折しも，北陸新幹線の 2023年福井開通を目指し，その用地

のボーリング調査が実施されており，考古部会の目玉調査と

して，このボーリングコアを利用して，当市及び周辺の地形

環境の変遷や年代測定ができないか，鉄道・運輸機構の協力

を得て実施することになりました。 

そのため自然地理学専門の弘前大学の小岩直人教授を委員

に加え，高橋未央同大学研究員，宮田佳樹金沢大学研究員に

も応援いただき，地質分析，珪藻分析，放射能分析などから

当時の環境，年代が明らかになればと期待しています。特に

木場潟の成立年代や当時の環境がわかると，当時の小松の様

子もいろいろな面が証明されます。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

